
(57)【要約】

【課題】安全的な低圧電流を具えた美容マッサージをす

る時に便利で、操作が簡単な健康美容器具を提供する。

【解決手段】本考案は主にエネルギーウエーブ発生器か

らなり、該エネルギーウエーブ発生器１上には複数の挿

接孔１０、つまみスイッチ１１、調整ボタン１２が部に

設置され、該挿接孔１０にはプラス極コネクタ－１３０

とマイナス極コネクター１３１が端に設置された導電線

１３が挿接され、電気伝導片２、３はエネルギーウエー

ブ発生器１と電線２０、３０によって連結し、該電気伝

導片２、３の下方には絶縁パッド４が設置されることに

よって、セルフ操作により健康なマッサージの効能に到

達することが可能となる。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 信 号 資 料 が 内 部 に 設 け ら れ て な る マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー 、
該 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー か ら 送 ら れ る 信 号 資 料 を デ ジ タ ル 信 号 か ら ア ナ ロ グ 信 号 へ と 変 換
す る 信 号 発 生 器 、
該 信 号 発 生 器 に よ っ て 発 生 さ せ た ア ナ ロ グ 信 号 の 過 度 な ノ イ ズ を 濾 す フ ィ ル タ ー 、
該 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー の コ ン ト ロ ー ル を 受 け 、 フ ィ ル タ ー 後 の ウ エ ー ブ モ ー ド の 周 波 数
を 変 化 さ せ る 減 衰 器 、
電 圧 の 大 き さ を 調 整 す る 利 益 ア ン プ 、
該 利 益 ア ン プ の 出 力 端 と 接 続 し 、 信 号 ド ラ イ ブ の エ ネ ル ギ ー を 大 き く し 、 さ ら に 端 に 制 限
器 を 設 置 し て な り 、 出 力 さ れ る 電 力 を 安 全 な 範 囲 内 に コ ン ト ロ ー ル す る ア ク チ ュ エ ー タ ー
、
該 ア ク チ ュ エ ー タ ー と 連 結 し 、 ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 並 び に 信 号 を 該 マ
イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー 上 に 回 送 し 、 さ ら に 出 力 端 に は 二 つ の 電 気 伝 導 片 に 連 結 す る こ と が で
き る 一 組 の 電 極 が 設 置 さ れ て な る テ ス タ ー 、
該 ア ク チ ュ エ ー タ ー 上 に 連 結 し 、 電 圧 の 出 力 の 強 さ を 表 示 す る 電 圧 表 示 器 、
以 上 の も の に よ っ て な る エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 が 二 つ の 電 気 伝 導 片 と 接 続 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 健 康 美 容 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 上 に は 複 数 の 挿 接 孔 、 つ ま み ス イ ッ チ 、 調 整 ボ タ ン が 設 置
さ れ 、
該 挿 接 孔 は プ ラ ス 極 と マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー が 端 に 設 置 さ れ た 導 電 線 に よ っ て 挿 接 さ れ
、
該 つ ま み ス イ ッ チ は 電 源 ス イ ッ チ と 電 流 の 大 き さ を コ ン ト ロ ー ル し 、
該 調 整 ボ タ ン は マ ッ サ ー ジ の ウ エ ー ブ の 幅 の 高 さ や 周 波 数 の 長 さ を 調 整 お よ び コ ン ト ロ ー
ル し 、
前 記 電 気 伝 導 片 は エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 と 電 線 に よ っ て 連 結 し 、
該 電 線 の 端 に 設 置 さ れ て な る 挿 接 端 は そ れ ぞ れ エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 の プ ラ ス 極 と マ
イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー の 導 電 線 に 連 結 さ れ 、
該 電 気 伝 導 片 の 下 方 に は 絶 縁 パ ッ ド が 設 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 健
康 美 容 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 が ２ つ の う ち の 一 片 の 電 気 伝 導 片 に 置 き 換 え ら れ て な る 導
電 カ バ ー と 接 続 し て な り 、
該 導 電 カ バ ー と 接 続 す る 電 線 の 端 に は 挿 接 端 と エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 の 導 電 線 の う ち
の １ つ の コ ネ ク タ ー と 挿 接 し て な り 、
該 導 電 カ バ ー の 正 面 に は 電 気 伝 導 片 が 設 置 し て な り 、 さ ら に 内 回 り に は 手 袋 部 が 設 け ら れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 健 康 美 容 器 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 保 健 美 容 器 具 に 関 す る も の で 、 特 に エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 が 二 つ の 電 気 伝
導 片 と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 健 康 美 容 器 具 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の 電 気 伝 導 片 は ツ ボ 周 辺 に 貼 る こ と に よ っ て 、 低 圧 電 流 を 人 体 に 導 入 し て 、 針 灸 の
治 療 効 果 に 類 似 す る 電 気 療 法 を 施 し 、 ま た 公 知 の 針 灸 又 は 電 気 療 法 は 慢 性 病 の 治 療 を 補 助
を す る ほ か に 、 痛 み や 新 陳 代 謝 に も 作 用 し 、 さ ら に は 健 康 美 容 の 運 用 に お い て も 使 用 さ れ
る 。 し か し 、 公 知 の ツ ボ 電 気 治 療 は 定 ま っ た 位 置 に 対 し て 低 圧 電 流 に よ っ て 電 撃 作 用 を す
る た め 、 作 用 さ せ る ツ ボ の 位 置 を 変 え た い 場 合 は 剥 が し て 貼 り な お す 必 要 が あ り 、 さ ら に
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は 大 き な 面 積 の 使 用 が 出 来 ず 、 位 置 を 移 動 す る 時 の 操 作 も 面 倒 で あ り 、 加 え て 安 全 な 治 療
効 果 を 得 る た め に は 専 門 の 医 師 に よ っ て 施 行 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 公 知 の 電 気 治 療 器 具 は 電 流 を 人 体 に 導 入 す る 時 、 開 始 作 用 時 に 高 電 圧 を 発 生 さ せ
る た め 、 突 然 感 電 し て 利 用 者 を 驚 か せ て し ま い 、 使 用 者 に 対 し て 快 適 な サ ー ビ ス 及 び 適 切
な 療 法 効 果 を 提 供 す る こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 健 康 美 容 マ ッ サ ー ジ を す る 時 の 伝 統 的 な 方 法 と し て は 、 ま ず マ ッ サ ー ジ を 受 け る
者 は 横 た わ り 、 美 容 師 （ 又 は マ ッ サ ー ジ 師 ） は そ の 側 面 に （ 頭 部 ま た は 脚 部 に お い て ） 立
っ て か ら 、 美 容 師 が 両 手 に よ っ て マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 の 身 体 上 に お い て マ ッ サ ー ジ 或 い
は 按 摩 を 加 え る 方 法 が あ る 。 按 摩 の 効 果 を よ り 深 く し た い 時 に 美 容 師 （ 又 は マ ッ サ ー ジ 師
） は 手 に 力 を 入 れ て マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 の 身 体 上 に お い て 推 す 、 掴 む 、 捏 ね る 、 抓 む 、
押 す 、 叩 く 、 打 つ 、 揉 む な ど 以 上 の 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 按 摩 の 治 療 効 果 に も た ら
す 。 こ の た め 、 美 容 師 （ 又 は マ ッ サ ー ジ 師 ） に と っ て は 体 力 が 極 端 に 消 費 さ れ 、 且 つ 長 時
間 の 作 業 の 後 に は 、 手 の 関 節 の 疲 労 を 造 成 し 、 身 体 に 害 を も た ら す 恐 れ が あ り 、 さ ら に は
マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 に と っ て も 、 按 摩 の 力 及 び 深 さ が 同 一 で な け れ ば 、 マ ッ サ ー ジ を 受
け る 者 に 対 し て 快 適 で 適 切 な 療 法 効 果 を 提 供 す る こ と が 出 来 な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ６ １ ６ ６ ２ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 公 知 の 構 造 に は 以 下 の 欠 点 が あ っ た 。
す な わ ち 、 定 ま っ た 位 置 に 対 し て 低 圧 電 流 に よ っ て 電 撃 作 用 を す る た め 、 作 用 さ せ る 位 置
を 変 え る 場 合 は 貼 り な お す 必 要 が あ り 、 さ ら に は 使 用 面 積 が 小 さ く 、 位 置 を 変 え る 時 の 操
作 も 面 倒 で あ り 、 加 え て 安 全 な 治 療 効 果 を 得 る に は 専 門 の 医 師 に よ っ て 施 行 さ れ る 必 要 が
あ る 。 さ ら に 、 公 知 の 電 気 治 療 器 具 は 、 電 流 を 人 体 に 導 入 す る 時 、 開 始 作 用 時 に 高 電 圧 が
生 じ る た め 、 突 然 電 流 を 感 じ た 利 用 者 は 驚 い て し ま い 、 使 用 者 に 対 し て 快 適 な サ ー ビ ス 及
び 適 切 な 療 法 効 果 を 提 供 す る こ と が 出 来 な い 。
　 本 実 用 新 案 の 目 的 は 、 安 全 的 な 低 圧 電 流 を 具 え た 美 容 マ ッ サ ー ジ を す る 時 に 便 利 で 、 操
作 が 簡 単 な 健 康 美 容 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 は 、 下 記 の 特 徴 を 有 す る 健 康 美 容 器 具 を 提 供 す る 。
１ ． 請 求 項 １ に 記 載 の 健 康 美 容 器 具 は 、 複 数 の 信 号 資 料 が 内 部 に 設 け ら れ て な る マ イ ク ロ
プ ロ セ ッ サ ー 、 該 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー か ら 送 ら れ る 信 号 資 料 を デ ジ タ ル 信 号 か ら ア ナ ロ
グ 信 号 へ と 変 換 す る 信 号 発 生 器 、 該 信 号 発 生 器 に よ っ て 発 生 さ せ た ア ナ ロ グ 信 号 の 過 度 な
ノ イ ズ を 濾 す フ ィ ル タ ー 、 該 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー の コ ン ト ロ ー ル を 受 け 、 フ ィ ル タ ー 後
の ウ エ ー ブ モ ー ド の 周 波 数 を 変 化 さ せ る 減 衰 器 、 電 圧 の 大 き さ を 調 整 す る 利 益 ア ン プ 、 該
利 益 ア ン プ の 出 力 端 と 接 続 し 、 信 号 ド ラ イ ブ の エ ネ ル ギ ー を 大 き く し 、 さ ら に 端 に 制 限 器
を 設 置 し て な り 、 出 力 さ れ る 電 力 を 安 全 な 範 囲 内 に コ ン ト ロ ー ル す る ア ク チ ュ エ ー タ ー 、
該 ア ク チ ュ エ ー タ ー と 連 結 し 、 ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 並 び に 信 号 を 該 マ
イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー 上 に 回 送 し 、 さ ら に 出 力 端 に は 二 つ の 電 気 伝 導 片 に 連 結 す る こ と が で
き る 一 組 の 電 極 が 設 置 さ れ て な る テ ス タ ー 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ ー 上 に 連 結 し 、 電 圧 の 出 力
の 強 さ を 表 示 す る 電 圧 表 示 器 、 以 上 の も の に よ っ て な る エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 が 二 つ
の 電 気 伝 導 片 と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
２ ． 請 求 項 ２ に 記 載 の 健 康 美 容 器 具 は 、 請 求 項 １ の 場 合 に お い て 、
前 記 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 上 に は 複 数 の 挿 接 孔 、 つ ま み ス イ ッ チ 、 調 整 ボ タ ン が 設 置
さ れ 、 該 挿 接 孔 は プ ラ ス 極 と マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー が 端 に 設 置 さ れ た 導 電 線 に よ っ て 挿
接 さ れ 、 該 つ ま み ス イ ッ チ は 電 源 ス イ ッ チ と 電 流 の 大 き さ を コ ン ト ロ ー ル し 、 該 調 整 ボ タ
ン は マ ッ サ ー ジ の ウ エ ー ブ の 幅 の 高 さ や 周 波 数 の 長 さ を 調 整 お よ び コ ン ト ロ ー ル し 、 前 記
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電 気 伝 導 片 は エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 と 電 線 に よ っ て 連 結 し 、 該 電 線 の 端 に 設 置 さ れ て
な る 挿 接 端 は そ れ ぞ れ エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 の プ ラ ス 極 と マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー の
導 電 線 に 連 結 さ れ 、 該 電 気 伝 導 片 の 下 方 に は 絶 縁 パ ッ ド が 設 置 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す
る 。
３ ． 請 求 項 ３ に 記 載 の 健 康 美 容 器 具 は 、 請 求 項 ２ の 場 合 に お い て 、
前 記 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 が ２ つ の う ち の 一 片 の 電 気 伝 導 片 に 置 き 換 え ら れ て な る 導
電 カ バ ー と 接 続 し て な り 、 該 導 電 カ バ ー と 接 続 す る 電 線 の 端 に は 挿 接 端 と エ ネ ル ギ ー ウ エ
ー ブ 発 生 器 の 導 電 線 の う ち の １ つ の コ ネ ク タ ー と 挿 接 し て な り 、 該 導 電 カ バ ー の 正 面 に は
電 気 伝 導 片 が 設 置 し て な り 、 さ ら に 内 回 り に は 手 袋 部 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る
。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 健 康 美 容 器 具 は 、 下 記 の 効 果 が あ る 。
１ ． 使 用 操 作 が 簡 単 で 、 且 つ 美 容 師 （ 又 は マ ッ サ ー ジ 師 ） が 力 を 使 っ て マ ッ サ ー ジ や 按 摩
を し な く と も 、 健 康 な マ ッ サ ー ジ の 効 能 に 到 達 す る こ と を 可 能 と な る 。
２ ． 安 全 な 低 圧 電 流 を 利 用 し て い る た め 、 使 用 時 の 安 全 性 も 高 く 、 公 知 の 装 置 の よ う に 一
箇 所 に 対 し て 焼 け る よ う な 、 ま た は 刺 す よ う な 痛 み を も た ら す こ と が な く 、 快 適 な マ ッ サ
ー ジ を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。
３ ． 本 考 案 は テ ス タ ー を 有 し て い る た め 、 自 動 に 緩 や か に ウ エ ー ブ 幅 の 強 さ を 上 げ る た め
、 使 用 者 が 突 然 電 極 に 触 れ る こ と に よ っ て 生 じ る 驚 き を 回 避 で き る 。
４ ． コ ン ト ロ ー ル ス イ ッ チ に よ っ て 電 源 ス イ ッ チ 及 び 電 流 の 大 き さ を コ ン ト ロ ー ル し 、 さ
ら に 調 整 ボ タ ン に よ っ て マ ッ サ ー ジ の ウ エ ー ブ の 幅 の 高 さ や 周 波 数 の 長 さ を 調 整 し 、 コ ン
ト ロ ー ル す る こ と で 個 人 の 異 な る マ ッ サ ー ジ の 強 さ と 深 さ に 対 す る 需 要 に 対 応 で き る 。
５ ． 本 考 案 に よ っ て マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と に よ っ て 、 細 胞 が 刺 激 さ れ 、 活 力 が 増 強 さ れ 、
さ ら に 免 疫 力 も 高 ま り 、 血 管 拡 張 を 促 進 す る こ と に よ り 血 液 の 循 環 を 改 善 し 、 新 陳 代 謝 を
促 進 し 、 さ ら に は 体 力 の 消 耗 を 最 低 限 に 抑 え な が ら も 運 動 の 効 果 に 達 す る こ と か ら 、 健 康
と 美 容 を 促 進 す る こ と が で き る 。 ま た 、 人 体 の 細 胞 膜 の 電 位 を 高 め る こ と に よ り 、 細 胞 内
外 の イ オ ン バ ラ ン ス を 正 常 化 し 、 細 胞 の エ ネ ル ギ ー 代 謝 を 増 強 し 遊 離 基 を 一 掃 す る 。 ま た
、 血 液 の 循 環 を 促 進 す る こ と に よ り 、 末 梢 血 管 の 血 液 の 酸 素 含 有 量 を 増 進 し 、 筋 肉 の 疲 労
を 取 り 除 き 、 有 機 体 の 抵 抗 力 を 高 め る 。 さ ら に 、 人 体 の 新 陳 代 謝 率 を 高 め 、 身 体 の 脂 肪 の
代 謝 効 能 を 増 強 し 、 毒 素 を 一 掃 し 、 美 顔 、 ス キ ン ケ ア 、 炎 症 を 取 り 去 っ て 痛 み を 止 め る 等
の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ ～ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 本 考 案 は 、 主 に エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ か ら な り 、 該
エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ 上 に は 数 の 挿 接 孔 １ ０ 、 つ ま み ス イ ッ チ １ １ 、 調 整 ボ タ ン １
２ が 設 置 さ れ る 。 該 挿 接 孔 １ ０ に は 端 に そ れ ぞ れ プ ラ ス 極 と マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー １ ３
０ 、 １ ３ １ が 設 置 さ れ て な る 導 電 線 １ ３ が 挿 接 さ れ 、 該 つ ま み ス イ ッ チ １ １ は 電 源 ス イ ッ
チ 及 び 電 流 の 大 き さ を コ ン ト ロ ー ル し 、 該 調 整 ボ タ ン １ ２ は マ ッ サ ー ジ の ウ ェ ー ブ の 幅 の
高 低 を 調 整 し 、 周 波 数 の 長 さ を コ ン ト ロ ー ル し 、 さ ら に エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ 上 に
は 電 圧 の 強 さ や 大 き さ を 表 示 す る 電 圧 表 示 器 １ ４ 、 功 能 を 調 整 す る 功 能 表 示 器 １ ５ 及 び 入
力 選 択 キ ー が 設 置 さ れ 、 二 つ の 電 気 伝 導 片 ２ 、 ３ は エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ と 電 線 ２
０ 、 ３ ０ に よ っ て 連 接 さ れ 、 該 電 線 ２ ０ 、 ３ ０ の 端 に は そ れ ぞ れ 挿 接 端 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ が
設 置 さ れ 、 該 挿 接 端 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ に は エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ に 連 接 し て な る 導 電
線 １ ３ の プ ラ ス 極 、 マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー １ ３ ０ 、 １ ３ １ が 挿 接 さ れ 、 且 つ 電 気 伝 導 片
２ 、 ３ の 下 方 に は 絶 縁 パ ッ ド ４ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ の 導 電 線 １ ３ と 連 接 し て な る 導 電 カ バ ー ５ は 、 エ ネ ル
ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ の 導 電 線 １ ３ の プ ラ ス 極 の コ ネ ク タ ー １ ３ ０ （ 或 い は マ イ ナ ス 極 の
コ ネ ク タ ー １ ３ ０ ） と 挿 接 し 、 端 に 挿 接 端 ５ ０ ０ が 設 置 し て な る 電 線 ５ ０ が 延 接 さ れ 、 該
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導 電 カ バ ー ５ の 正 面 に は 電 気 伝 導 片 ５ １ が 設 置 さ れ 、 さ ら に 導 電 カ バ ー ５ の 背 面 に は 対 称
と な る マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ５ ２ 、 ５ ２ ´ と 手 部 を 填 め る こ と に よ っ て 直 接 あ ん ま
や マ ッ サ ー ジ の 動 作 を 行 う の に 便 利 な よ う に 、 環 型 バ ッ ク ル を 形 成 し て な る 手 袋 部 ５ ３ が
設 置 さ れ 、 さ ら に 導 電 カ バ ー ５ の 内 部 は 絶 縁 材 質 に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 本 考 案 の エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ の 電 気 回 路 ブ ロ ッ ク 図 の
中 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ０ １ は 内 に 設 け ら れ た 各 項 の 情 報 を 信 号 発 生 器 １ ０ ２ に 送 り
、 そ し て 信 号 発 生 器 １ ０ ２ で は デ ジ タ ル 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 へ と 変 換 し 、 さ ら に フ ィ ル タ
ー １ ０ ３ に よ っ て 混 雑 し て い る ウ エ ー ブ を 除 去 し 、 減 衰 器 １ ０ ４ は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー
１ ０ １ の コ ン ト ロ ー ル を 受 け て フ ィ ル タ ー 後 の ウ エ ー ブ モ ー ド を 調 整 し て 周 波 数 に 変 換 し
、 信 号 セ レ ク ト ス イ ッ チ １ ０ ５ は 減 衰 器 １ ０ ４ と 外 部 信 号 を 入 力 す る 所 に 設 置 さ れ 、 電 圧
の 大 き さ を 調 整 す る た め に 、 利 益 ア ン プ １ ０ ６ は 減 衰 器 １ ０ ４ 或 い は 信 号 セ レ ク ト ス イ ッ
チ １ ０ ５ の 後 ろ に 設 置 さ れ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ー １ ０ ７ は 利 益 ア ン プ １ ０ ６ の 出 力 端 に 連 結
し 、 信 号 ド ラ イ ブ の エ ネ ル ギ ー を 増 大 さ せ 、 出 力 端 に 設 置 さ れ て な る 制 限 器 １ ０ ７ ０ は 正
温 度 係 数 で あ る こ と が で き 、 電 流 が 大 き い ほ ど 制 限 器 １ ０ ７ ０ の イ ン ピ ー ダ ン ス に 随 っ て
増 大 し 、 出 力 さ れ た 電 流 を 人 体 が 受 容 で き る 安 全 の 範 囲 内 に コ ン ト ロ ー ル し 、 さ ら に テ ス
タ ー １ ０ ８ と ア ク チ ュ エ ー タ ー １ ０ ６ と 連 結 し 、 ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 へ と 変 換 し
、 さ ら に 信 号 を マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ 上 に 回 送 し 、 且 つ 出 力 端 に 設 置 さ れ た 一 組 の 電 極
出 力 １ ０ ８ ０ は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ の コ ン ト ロ ー ル を 受 け 、 さ ら に 挿 接 孔 １ ０ と 連 結
し 、 ア ク チ ュ エ ー タ ー １ ０ ７ 上 に 連 続 し て 設 置 さ れ た 電 圧 表 示 器 １ ４ は 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ に よ
っ て 構 成 さ れ 、 出 力 さ れ た 電 圧 の 強 さ を 表 示 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 、 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 操 作 を 行 う 時 は 、 ま ず 電 気 伝 導 片 ２ の 電 線 ２ ０ の 挿 接 端 ２
０ ０ と エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ の 導 電 線 １ ３ の プ ラ ス 極 の コ ネ ク タ ー １ ３ ０ と 挿 接 し
、 次 に 底 面 に 絶 縁 パ ッ ド ４ を 連 接 し た 電 気 伝 導 片 ２ の 上 に マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 の 足 部 を
裸 足 の 状 態 で 置 き 、 さ ら に も う 一 方 の 電 気 伝 導 片 ３ の 電 線 ３ ０ の 挿 接 端 ３ ０ ０ は エ ネ ル ギ
ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ の マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー １ ３ １ と 挿 接 し 、 底 面 に 絶 縁 パ ッ ド ４ 連 接
し た 後 に 床 面 に 置 か れ る 。 美 容 師 （ 或 い は マ ッ サ ー ジ 師 ） は 裸 足 で 電 気 伝 導 片 ３ を 踏 み 、
エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ に 安 全 に 電 気 が 通 っ た 後 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ０ １ に よ
っ て 外 部 入 力 が で き る か ど う か 判 断 し 、 も し マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ０ １ に 入 力 が で き な
け れ ば 、 内 定 さ れ た 値 で あ る 電 圧 や 電 流 、 ウ エ ー ブ モ ー ド 、 周 波 数 等 の 資 料 を 設 定 し 、 逆
に 入 力 で き る の で あ れ ば 、 直 接 電 極 出 力 が １ つ の 回 路 を 形 成 す る か ど う か （ 電 極 の 出 力 に
負 荷 が あ る か ど う か ） を 判 断 す る 。 電 極 出 力 が 回 路 を 形 成 し な い 時 に は 、 電 極 出 力 を 低 い
電 位 に 保 ち 、 も し 電 極 輸 出 が 使 用 者 が 形 成 す る 回 路 と 連 接 す れ ば 、 電 極 出 力 は 数 秒 遅 れ て
か ら 、 徐 々 に 内 定 さ れ た 電 圧 や 電 流 、 ウ エ ー ブ モ ー ド 、 周 波 数 等 の 資 料 を 上 昇 さ せ 、 使 用
者 が 突 然 電 極 に 触 る こ と に よ っ て 驚 か な い よ う に し 、 さ ら に 意 の ま ま に 適 当 な マ ッ サ ー ジ
の ウ エ ー ブ の 幅 、 周 波 数 の 長 さ を 調 整 す る こ と が で き 、 電 気 伝 導 の 媒 質 さ れ る 美 容 師 （ 或
い は マ ッ サ ー ジ 師 ） の 両 手 が 接 触 す る こ と に よ っ て マ ッ サ ー ジ の 効 能 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 美 容 師 （ マ ッ サ ー ジ 師 ） は 電 気 伝 導 の 媒 質 と な り 、 裸 足 で 電 気
伝 導 片 ３ を 踏 む 代 わ り に 導 電 カ バ ー ５ を 手 に 填 め る 。 該 導 電 カ バ ー ５ と エ ネ ル ギ ー ウ エ ー
ブ 発 生 器 １ の 連 結 は 電 気 伝 導 片 ３ に 置 換 さ れ 、 さ ら に 、 導 電 カ バ ー ５ の 電 線 ５ ０ の 挿 接 端
５ ０ ０ と エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ に 連 結 さ れ た 導 電 線 １ ３ の マ イ ナ ス 極 の コ ネ ク タ ー
１ ３ １ と 挿 接 し て な る 背 面 を マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ５ ２ 、 ５ ２ ´ に よ っ て 粘 着 固 定
し た 導 電 カ バ ー ５ の 電 気 伝 導 片 ５ １ を マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 の 身 体 部 位 と 接 触 さ せ る こ と
に よ っ て も 、 同 様 に マ ッ サ ー ジ の 功 能 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ を 受 け る 者 は 自 分 で 電 気 伝 導 片 ２ の 上 を 裸 足 で 踏 み
、 さ ら に 自 分 の 手 を 導 電 カ バ ー ５ に 填 め て 身 体 の マ ッ サ ー ジ を 受 け た い 部 位 （ 頭 、 顔 、 首
、 肩 、 胸 、 腹 、 手 、 尻 、 腿 等 の 部 位 ） に 接 触 さ せ る だ け で セ ル フ マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が
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可 能 と な る 。 そ の 他 に 、 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 １ は 使 用 者 が 調 整 し た 内 定 の 値 に 至 る
ま で 持 続 し て 使 用 す る こ と が で き 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー １ ０ １ に 連 続 し て 設 置 さ れ た 入
力 選 択 キ ー １ ６ 及 び 功 能 表 示 器 １ ５ に お い て 必 要 と す る 様 式 を 選 択 し 、 同 じ よ う に 外 部 の
電 気 部 門 に 連 接 し 内 定 値 を 改 正 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器 の 電 気 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 使 用 状 態 の 参 考 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 使 用 状 態 の 参 考 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 使 用 状 態 の 参 考 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ 　 エ ネ ル ギ ー ウ エ ー ブ 発 生 器
１ ０ 　 挿 接 孔
１ ０ １ 　 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー
１ ０ ２ 　 信 号 発 生 器
１ ０ ３ 　 フ ィ ル タ ー
１ ０ ４ 　 減 衰 器
１ ０ ５ 　 信 号 セ レ ク ト ス イ ッ チ
１ ０ ６ 　 利 益 ア ン プ
１ ０ ７ 　 ア ク チ ュ エ ー タ ー
１ ０ ７ ０ 　 制 限 器
１ ０ ８ 　 テ ス タ ー
１ ０ ８ ０ 　 電 極 出 力
１ １ 　 つ ま み ス イ ッ チ
１ ２ 　 調 整 ボ タ ン
１ ３ 　 導 電 線
１ ３ ０ 　 プ ラ ス 極 コ ネ ク タ ー
１ ３ １ 　 マ イ ナ ス 極 コ ネ ク タ ー
１ ４ 　 電 圧 表 示 器
１ ５ 　 功 能 表 示 器
１ ６ 　 入 力 選 択 キ ー
２ 　 電 気 伝 導 片
２ ０ 　 電 線
２ ０ ０ 　 挿 接 端
３ 　 電 気 伝 導 片
３ ０ 　 電 線
３ ０ ０ 　 挿 接 端
４ 　 絶 縁 パ ッ ド
５ 　 導 電 カ バ ー
５ ０ 　 電 線
５ ０ ０ 　 挿 接 端
５ １ 　 電 気 伝 導 片
５ ２  、 ５ ２ ´ 　 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ）
５ ３ 　 手 袋 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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